
2019 年

1月新教出版社 出版通信
〒 162-0814 東京都新宿区新小川町 9-1　Tel: 03-3260-6148  Fax: 03-3260-6198

ホームページ：http://www.shinkyo-pb.com

12
月
20
日
発
売

シリーズ既刊

詩
篇
の
思
想
と
信
仰 

Ⅵ

第
126
篇
か
ら
第
150
篇
ま
で�

『
福
音
と
世
界
』
で
好
評
を
博
し
た
連
載

月
本
昭
男 

著
（
つ
き
も
と
・
あ
き
お
氏
は
立
教
大
学
名
誉
教
授
、
上
智
大
学
教
授
、
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
博
物
館
館
長
）

詳
細
な
語
釈
を
踏
ま
え
、
各
詩
の
形
式
と
構
造
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
そ
の
思
想
と
信
仰
を
解
明
す
る
。
古

代
オ
リ
エ
ン
ト
学
に
通
暁
す
る
著
者
な
ら
で
は
の
周
辺
宗
教
思
想
へ
の
広
い
目
配
り
を
交
え
な
が
ら
、
ヤ
ハ
ウ

ェ
信
仰
の
多
様
な
表
情
と
特
質
を
浮
き
彫
り
に
す
る
。
今
日
望
み
う
る
最
高
の
著
者
に
よ
る
最
高
の
注
解
。
全

6
巻
と
な
る
未
曾
有
の
詩
篇
注
解
も
完
結
間
近
と
な
っ
た
。�

◆
四
六
判
・
３
２
８
頁
・
本
体
３
４
０
０
円

詩
篇
の
思
想
と
信
仰 

Ⅰ　
第
1
篇
か
ら
第
25
篇
ま
で�

◆
３
６
４
頁
・
本
体
３
２
０
０
円

詩
篇
の
思
想
と
信
仰 

Ⅱ　
第
26
篇
か
ら
第
50
篇
ま
で�

◆
３
２
７
頁
・
本
体
３
２
０
０
円

詩
篇
の
思
想
と
信
仰 

Ⅲ　
第
51
篇
か
ら
第
75
篇
ま
で�

◆
３
４
４
頁
・
本
体
３
０
０
０
円

詩
篇
の
思
想
と
信
仰 

Ⅳ　
第
76
篇
か
ら
第
100
篇
ま
で�

◆
３
８
０
頁
・
本
体
３
２
０
０
円

◆
詩
篇
を
読
む
た
め
に

詩
篇
研
究　
左
近
淑
著　
〈
新
教
セ
ミ
ナ
ー
ブ
ッ
ク
〉�

◆
４
２
６
頁
・
本
体
３
８
０
０
円

詩
篇
の
中
か
ら
、
特
に
愛
唱
さ
れ
る
20
篇
を
選
び
、
厳
密
な
批
評
的
釈
義
と
建
徳
的
な
解
釈
を
加
え
た
、
定

評
あ
る
詩
篇
研
究
。
著
作
集
に
未
収
録
の
代
表
的
著
作
。

詩
篇
を
考
え
る　
Ｃ
・Ｓ
・ル
イ
ス
著
／
西
村
徹
訳�

◆
２
０
０
頁
・
本
体
２
０
０
０
円

詩
篇
を
信
仰
の
書
と
同
時
に
ユ
ダ
ヤ
教
文
学
の
精
華
と
し
て
も
楽
し
み
、
そ
の
魅
力
を
く
つ
ろ
い
だ
筆
致
で

縦
横
に
語
る
。
ユ
ダ
ヤ
系
の
妻
ジ
ョ
イ
を
得
た
喜
び
が
反
映
。



12 月の新刊

12月20日発売� 没後 50年記念
ペーター・ライヘンバッハ監督

カール・バルトの
愛と神学

� DVD１枚（59 分）、A6判 24 頁ブックレット付き
� ◆本体 3700 円

� その秘められた愛と戦い
20 世紀最大の神学者カール・バルト（1886-1968）の生涯を、本人の証言や関
係者のインタビューを交えて辿る。
とりわけ、長年バルトの助手を務めたシャルロッテ・フォン・キルシュバウ
ムとの恋愛を正面から取り上げ、神学と実人生との関係を考察するくだりは
圧巻である。インタビューに登場するのは最晩年の助手ブッシュをはじめ、
バルトとキルシュバウムの関係を論じた著書のあるスーザン・セリンジャー、
また孫たちなど、実に興味尽きない。
ブックレットでは、気鋭のバルト研究者である福嶋揚氏のエッセイの他、『教
会教義学』創造論の倫理から結婚論を抜粋。また主要登場人物紹介を付す。

●クリスマスと新年のために

渡辺禎雄版画カレンダー
2019 年版は「よき羊飼い」（1982 年作）。地色の青が
さわやかな作品です。小羊を抱き上げる羊飼いの
安堵の表情が印象的。◆本体 500 円

もうひとりのはかせ
「アルタバン物語」として知られ、クリスマス劇
の定番でもある傑作が、ついに描き下ろしの絵本
に。幼児向け総ひらがな。� ◆本体 1400 円



1 月以降の出版予定から

● 11 月に出た本と雑誌

ア
メ
リ
カ
現
代
神
学
の
航
海
図

栗
林
輝
夫
著
　
栗
林
輝
夫
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
2

多
様
な
潮
流
が
絡
ま
り
合
っ
て
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
な
活
力
に
溢
れ
る
ア
メ
リ

カ
現
代
神
学
を
、
鋭
利
な
視
点
か
ら

分
析
し
応
答
す
る
。
日
本
で
神
学
す

る
た
め
の
道
具
と
し
て
！　

実
践
に

固
執
し
た
栗
林
神
学
が
こ
こ
に
あ
る
。

�

◆
Ａ
５
判
・
本
体
４
９
０
０
円

【
重
版
】

主
の
よ
き
力
に
守
ら
れ
て

村
椿
嘉
信
訳　

ボ
ン
ヘ
ッ
フ
ァ
ー
一
日
一
章

そ
の
全
著
作
か
ら
、
御
言
葉
へ
の
深
い
洞
察
に
基
づ
く
慰
め
と

希
望
に
溢
れ
た
言
葉
を
精
選
し
て
３
６
５
日
に
配
列
。
一
日
一

日
を
恵
み
の
喜
び
に
生
き
る
力
を
与
え
る
。

�

◆
Ａ
５
判
・
本
体
５
０
０
０
円

福
音
と
世
界

�

◆
税
込
６
３
５
円

12
月
号
　
カ
ー
ル
・
バ
ル
ト
と
現
代
―
―
没
後
50
年
に
寄
せ
て

寄
稿
者
：
宮
田
光
雄
、福
嶋
揚
、阿
久
戸
義
愛
、細
見
和
之
、猪
刈
由
紀
、

絹
川
久
子
／
片
岡
平
和
、
石
井
光
太
、
工
藤
律
子
、
山
口
政
隆
、

ブ
レ
イ
デ
ィ
み
か
こ
、
森
宣
雄
、
芦
名
定
道
、
内
田
樹
、
辻
学
、

望
月
麻
生
、
佐
藤
優

関
口
安
義
著

評
伝 

矢
内
原
忠
雄

新
渡
戸
・
内
村
の
薫
陶
を
受
け
、
伝
道
を
志
し
つつ
、
経
済
学
者
と
し
て
優
れ
た
業
績

を
上
げ
、
軍
国
日
本
と
対
決
し
て
野
に
退
き
、
戦
後
は
東
大
総
長
と
し
て
再
建
日
本

の
精
神
的
指
導
に
挺
身
し
た
無
教
会
キ
リ
ス
ト
者
の
生
涯
を
、
綿
密
な
調
査
を
基
に

描
き
あ
げ
た
１
１
０
０
枚
の
大
作
。�

◆
Ａ
５
判
・
予
価
８
０
０
０
円

宮
平
望
著

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
研
究

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
と
デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー
の
年
間
入
場
者
数
は
史
上
最
高
の

１
５
５
１
万
人
を
突
破
し
た
。
開
園
か
ら
35
年
を
経
て
な
お
衰
え
ぬ
人
気
の
秘
密
は

何
か
。
米
国
本
国
の
み
な
ら
ず
世
界
の
大
衆
文
化
に
絶
大
な
影
響
を
与
え
続
け
る
デ

ィ
ズ
ニ
ー
ワ
ー
ル
ド
への
神
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
。�
◆
Ａ
５
判
・
予
価
３
０
０
０
円

滝
沢
克
己
協
会
編

今
を
生
き
る
滝
沢
克
己

生
誕
１
１
０
年
を
記
念
し
、
16
名
の
論
者
が
多
様
な
観
点
か
ら
滝
沢
思
想
の
ア
ク
チ
ュ

ア
リ
テ
ィ
に
迫
る
。�

◆
四
六
判
・
本
体
３
２
０
０
円

大
野
惠
正
著

旧
約
聖
書
入
門
3

聖
書
を
分
か
り
や
す
く
、
か
つ
格
調
高
く
語
る
こ
と
に
定
評
あ
る
著
者
が
、
研
究
者
、

教
師
、
そ
し
て
牧
師
と
し
て
旧
約
聖
書
か
ら
受
け
取
っ
て
き
た
豊
か
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
の

核
心
を
、
現
代
人
に
取
り
次
ぐ
。�

◆
Ｂ
６
変
判
・
本
体
予
価
２
０
０
０
円

世
俗
化
さ
れ
た

�

天
国
へ
の
巡
礼

現
代
に
語
り
か
け
る

�

出
エ
ジ
プ
ト
と
契
約



編集部から

福
音
と
世
界

Ａ
５
判
・
80
頁･

定
価
６
３
５
円･

送
料
70
円

年
間
予
約
購
読
料   

（
送
料
共
）
８
４
６
０
円

２０19年

1

【
新
連
載
】

◆
福
音
書
記
者
た
ち
の
饗
宴�

…
…
…
…
…
…
松
本
あ
ず
さ

◆
遺
跡
が
語
る
聖
書
の
世
界�

…
…
…
…
…
…
長
谷
川
修
一

【
好
評
連
載
か
ら
】

◆
わ
た
し
は
ロ
ッ
ク
が
わ
か
ら
な
い 

4�

…
…
…
…
山
口
政
隆

◆
野
に
咲
く
民
衆
の
神
学 

10�

…
…
…
…
…
…
…
森
　
宣
雄

◆
福
音
の
地
下
水
脈 

15�

…
…
…
…
…
…
…
石
井
光
太

◆
現
代
神
学
の
冒
険 

28�

…
…
…
…
…
…
…
…
芦
名
定
道

◆
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の
時
間
論 

44�

…
…
…
…
…
…
…
内
田
　
樹

ポ
ス
ト
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
と
ネ
オ
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム

　
―
―
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
は
終
わ
っ
た
の
か�

菊
地
夏
野

ほ
ど
ほ
ど
に
女
性
が
生
き
て
い
く
た
め
に�　 

栗
田
隆
子

生
き
残
る
た
め
の
神
学
―
―
批
判
的
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト

神
学
の
聖
書
解
釈
に
つ
い
て �

渡
邊
さ
ゆ
り

共
に
在
る
た
め
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
―
―
ク
ィ
ア
と
の

つ
な
が
り
に
目
を
向
け
て�

飯
野
由
里
子

セ
ッ
ク
ス
ワ
ー
ク
を
通
し
て
考
え
る
当
事
者
論

―
―
個
人
的
な
こ
と
は
政
治
的
な
こ
と
か、

、つ
　

個
人
的
な
こ
と�

要
友
紀
子

《
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
》 

リ
ベ
ラ
ル
な
モ
ス
ク
を
建
て
た

女
性
弁
護
士�　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

セ
イ
ラ
ン・
ア
テ
シュ

●
選
挙
や
裁
判
と
い
っ
た
「
公
的
」
な
場
で
、

自
分
が
支
持
す
る
側
が
勝
利
す
る
よ
ろ
こ
び

を
味
わ
っ
た
こ
と
が
、
お
よ
そ
ほ
と
ん
ど
あ

り
ま
せ
ん
。
先
日
、
住
ん
で
い
る
地
域
の
区

長
選
が
あ
り
ま
し
た
が
、
わ
た
し
が
投
票
し

た
候
補
者
は
半
数
以
上
の
得
票
差
を
つ
け
ら

れ
て
破
れ
ま
し
た
。
こ
れ
で
ま
た
、
繁
華
街

の
客
引
き
対
策
や
ら
都
市
の
防
災
機
能
強
化

や
ら
、
望
ん
で
も
い
な
い
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
付
き
合
わ
さ
れ
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ま
し
て
、
こ
の
区
に
多
く
暮
ら
す
外

国
籍
住
民
に
い
た
っ
て
は
選
挙
プ
ロ
セ
ス
か

ら
そ
も
そ
も
排
除
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
か

ら
、
た
ま
っ
た
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

不
可
視
委
員
会
と
い
う
匿
名
の
思
想
集
団
が

い
ま
す
が
、
か
れ
ら
は
統
治
す
る
者
と
さ
れ

る
者
と
の
意
思
が
一
致
す
る
（
か
の
よ
う
に

表
象
す
る
）
統
治
の
究
極
系
と
し
て
民
主
主

義
を
と
ら
え
て
い
ま
す
。「
民
主
的
な
」
手
続

き
を
へ
た
と
い
う
一
点
で
、
統
治
は
正
統
化

さ
れ
る
の
で
す
。
い
っ
け
ん
極
端
な
か
れ
ら

の
主
張
が
、
じ
つ
は
正
鵠
を
得
た
も
の
で
あ

る
こ
と
を
、
つ
く
づ
く
思
い
し
ら
さ
れ
ま
す
。

●
で
す
が
、
た
ま
に
は
吉
報
も
あ
る
も
の
で

す
。『
福
音
と
世
界
』
で
も
折
に
触
れ
て
紹
介

し
て
き
た
、
タ
ト
ゥ
ー
を
彫
る
こ
と
は
医
師

法
に
違
反
す
る
か
ど
う
か
を
め
ぐ
る
裁
判
の

二
審
判
決
が
先
日
く
だ
さ
れ
、
原
告
の
彫
師

が
勝
訴
し
た
の
で
す
。
タ
ト
ゥ
ー
を
彫
る
こ

と
と
医
療
行
為
と
は
性
質
が
異
な
る
と
い
う

し
ご
く
ま
っ
と
う
な
判
決
に
、
思
わ
ず
ガ
ッ

ツ
ポ
ー
ズ
を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
う
い

う
よ
ろ
こ
び
を
、
も
っ
と
味
わ
い
た
い
も
の

で
す
。（
堀
）

●
昨
夏
ス
イ
ス
宗
教
改
革
の
跡
を
た
ど
る
旅

を
し
ま
し
た
。
バ
ル
ト
の
お
孫
さ
ん
の
家
に

泊
め
て
も
ら
っ
た
と
き
、
談
た
ま
た
ま
「
今

年
で
き
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
る
か
」
と
問
わ
れ
「
も

ち
ろ
ん
！
」
と
答
え
て
見
せ
て
も
ら
っ
た
の

が
、
間
も
な
く
発
売
さ
れ
る
『
カ
ー
ル
・
バ

ル
ト
の
愛
と
神
学
』
で
す
。
バ
ル
ト
の
不
屈

の
生
涯
を
的
確
に
ま
と
め
て
い
る
だ
け
で
な

く
、
助
手
フ
ォ
ン
・
キ
ル
シ
ュ
バ
ウ
ム
と
の

愛
情
関
係
を
正
面
か
ら
取
り
上
げ
て
い
た
こ

と
に
息
を
呑
み
ま
し
た
。
以
前
か
ら
そ
の
こ

と
が
囁
か
れ
て
い
た
の
は
承
知
し
て
い
ま
し

た
が
、
バ
ル
ト
の
偉
大
な
業
績
の
前
に
は
あ

え
て
触
れ
る
必
要
も
な
い
と
い
う
の
が
一
般

的
空
気
で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
こ
の

Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
、
そ
う
し
た
不
文
律
を
破
っ
て
バ

ル
ト
の
実
人
生
の
も
う
一
つ
の
側
面
に
、
真

面
目
な
姿
勢
で
光
を
当
て
て
い
ま
す
。
バ
ル

ト
の
結
婚
論
を
抄
録
し
た
冊
子
も
付
け
ま
し

た
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
小
林
）

特
集
：
生
き
る
た
め
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム


